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9月の医師会長

9月 3口（日） ふれあい健康フェスティパル （あし、ばーく）

1 0日（日） 山口県医揺会あいさつ （松原忌）

1 2日 （火） 理事会 ('ft:務局）
1 4円（木） 第5回F恒例検討会 （光市立光総合病院 6例）

1 5 1-l （鉛 地域支援病院審議会 （徳山医師会病院、同病院の年間報告）

1 6日（土） ～18日（月）

臨床内科医会 （東京プリンスホテル）

1 9日（火） 周南環境保健センター長 面会 （新型インフノレエンザ対策について）

20日（水）

2 1円（木）

22日（金）

26日ωく）
28日（木）

肝炎ウイルス研究会 （宇部全日空ホテル）

産業医出務 （光警察署）

休日診療所通話委員会 （あいぱーく）

認知痕講演会 （商工会館10 Of1) 

9月度講演会及例会 （商工会館）

山口県医師会会長会議 （県医師会）

介護認定審査会 （あいぽーく 20例）

9月の医師会活動
I . 12 （火） 9 月 ・ 定例理’J~会
TI. 1'1（木）第5回症例検討会
血.22（金）認知症講演会
JV. 26 （火）学術講演会＆月例会

定例理事会

日時：平成18年9月12日（火）午後7時30分～

議題 ：
卜 報告事項

1.光市健康づくり舵進協議会（8/20)
2.郡市医師会地域医械担当理事協議会（8/24)

H.協議・承認事項
I.介護保険講演会について（9/22)

2. AED講習会について（10/28)
3.永年勤続者表彰について

（医師会事務所）
（光市立光総介病院）
（商L会館 2F) 
（商T.会館 2F) 

場所：医師会事務局

（河村会長）

（仙理事）

（丸岩砲事）

（丸岩理事）

(7古水理事）

資料め 2.平成18年度郡市医師会地域医療担当理事協議会（8/24)
日時：平成18{f-7月20日（木）午後3時 場所：山円県医師会6階会議室

掛か司会長挨拶

この6月に医療制度改本｜剥辿法案が成立いたしましたが、これで日本の医療はある；意味では決定的な第－$を踏み出し

たとZえるんではなし、かととらえております。改革は制度がいろんな怠味で行き詰まるために行われるのでありまして、しかも
財政危機が叫ばれている現在、凶氏にとりましても医療関係1fにとりましても、あるべき姿あるいは望ましし、姿からより厳しい
政策であるといわざるを件ないのであります。ましてや日本の医披制度は国際的にみましでも側めて高い評価を受けており

ますが、この改革が余儀なくされているとし、うことからいえば結拾は見えているといえると思います。しかし、このあたりの選択

はこれまでより、より効率的か、あるいは医療費節減につながるかとし、うとその補償は必ずしもないとし、わざるを得ません

今！日］の改革は小泉首相をしてこれほどの改革が一向の同会でよく通ったと言わしめるほどの内容でございますけれども、そ

れは皆様方ご承知の通り、高齢者負担明あるいは療養病床の再編、そしてあたらしい広域医療制度の創設だけでないのは

無論であります。本丸、その中心となる改革は都道府県単位の保険醤の統合再編を行い、これまで闘が直轄しておりました

政符健保を都道府県単位の地域保険に分割し市町村側々もより効率化を進めることによりまして都道府県単位の保険に統

合するとし、う方向でしてかと思い主すつまり、これまで間によります全凶統一的な医療給付とし、うことがなされていたわけで

ございますけれども、今後は都道府県で医療運営をする。保険料率、あるいは保険給付内容、そうし、ったことを自立的に行わ

なければならない。また場合によっては診療報酬の単価も国に只申すれば下げることもできるとし、ったことも特例として認め

られているとL、うわけであります。まだ、全体像までは言い切っておりませんけれども、行きョ行く先はIH：＇＼、アメリカの医療の



（｛ 

( 

光市医師会報 2006. 9 

64%が入っているといわれておりますマネジド・ケア医療の改良型です。そういった方向でいくので与はなし、かと思っております。

まだ未完成品でござし、ますけれども、その仕組みに地域住民が我慢するという形、医療補助制度も今回の改革に入っており

ますけども、社会医療法人ということが盛り込まれておりますけど、この中に地域住民とし、うのが入ることになっておりますが、

さらにIT化によるデータの共有という仕組みが加わればまさしくこれはIHNであろうかと思います。医療機関はどうし、う形で医

療をするかと申しますとベンチマークといいまして価評価基準が設定され保険者に管理されるようなことになることも考えられ

ますし、大きな意味では開業することによって自由を勝ち得ていたのですが、病院の勤務医と同じような監視下に置かれるこ

とになります。おそらくこの改革の終着点はここにあるというふうlこ思っております。
さて本日議題となっております医師不足につきましては地域医療の崩壊につながる喫緊の課題でユありまして、全国的にも

話題になっておりますが、山口県においてもその例外ではありません。もう一つ議題としてあげられております療養病床の再

編は改革の目玉の←つで怯ございますが、これもきわめて深刻な問題であります。今日は県下の各都市から集まっていただ

いておりますので、それぞれの地域の状況をお開きさせていただき、また先生方のご意見を聞きながら、県医師会としての

方針に加えさせていただきたし立考えておりますので、どうぞ忌障のないご意見を頂戴いたしたいと思います。

司会

佐々木美典

本日の協議題は大きく分けて二つあります。会長からも話がありましたように一つは医師確保についてであります。

今年の春からあったので、すが、特に今年から来年の春にかけて県内の各地で医師の需給対策というのが喫緊の課題に

なっておりまして、市のよっては間に合っているところもありますけれども、来年の4月に勤務医の方が開業されたり、大学の

医局への引き上げが行われますと、地域の中核病院の医師の確保が難しくなり地域医療供給体制が崩れていく、救急医療

も崩壊していくという事態が追っております。本日は県、あるいは県医師会からの説明はなるべく短く、郡市医師会の担当理

事の皆様から多くの意見や要望をお聞きし、いま、藤原会長は日医の理事会、あるいは都道府県会長会議に出ておりますし、

木下副会長も都道府県会長会議に出ております。私も地域医療対策委員になりましたのでそちらの方で皆さんの意見を採り

上げていきたいと思います。県では医療対策協議会の医師確保専門部会に木下副会長がでておりますので、意見を伝え

てゆきたいと思っております。

1.医師確保（不足）対策について安村芳武：県医務保険課主幹

医師確保対策についての山口県医師会の取り組み

・医師及び歯科医師就学資金貸付制度

－山大医学部地域ワク

－在宅医師等に対する再就業支援

．山口県ドクタ｝パンク

・医師を理解するセミナー（山大医学部）

・k＇.性医学生の県内就業・定着への支援施策に関する調査研究
・小児科医・産科医の集約化・重点化に係る検討会

医師不足の本質は勤務医不足でありその偏在です。

山口市麻酔科が不足している。小児科が来年より撤退する病院がある。

小児科の夜間救急は休日夜間診療所を検討している。

岩国市医師会病院の麻酔科が引き上げる。脳外科も二人のうち一人引き上げる。借金が数十億ある。

経営が困難となることが心配。公的医療機関に医師会病院が入っていないのは遺憾である。

柳井市周東病院の小児科が来年より撤退。8月2日に中国新聞にスクープされた。

夜間小児救急を内科医が補うことは困難。柳井医療関（柳井・熊毛・大島）でソi、児を中心とした
夜間小児救急医療対策を検討中である。今後の対策について対策委員会を設けた。

大島郡小児科は他科が診ることはかかりつけで、あればあまり問題がないようで、すが、お盆や正月で遠くから

帰省した人を見るときはかなりきついものがある。

熊毛 午後6時から1011寺まで、夜間在宅やってしもが、小児救急はちょっと難しい。
会長 患者側から小児専門医を望むことが多い。マスコミを使って住民の意識を変える必要がある。

山大（内藤）医師の供給について、市町村合併で、二つ病院があるところは一つにして頂いた。

今のところ入局は極めて少ない。推薦入学は止めて地域枠にする。学資入学で今年10人取るのに400人も来てくれました

が山口県の人は一人もいない。地元で、頑張ってくれる人を取った方がいいという意見が大勢となっている。今、年に30人あ

まりしか残らない。福岡と東京で、卒後研修についての説明会を開いている。県外に出ている医師会員の師弟を山大へ受け

入れたいが個人情報が入らないので対策できない。会員を通じてそとに出ている師弟が居られれば是非帰ってきて欲しい

と伝えて欲しい。

山口市卒後臨床研修制度は弊害があると思いますが、これは今後も続くのでしょうか？

会長 厚労省はこれが医師不足の直接の原因とは考えていなし、。日医は中止を要望することはない。

2.療養病床再編について

佐々木理事
3 
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これを一般の方が知ったのがこの2月くらいで、水面下では昨年の駄に厚労省では話を詰めていたようですがいきなり今年

になりボンと出してきた。そして、今年の6月医療制度改革法案の中に組み込まれた。このような性急な進め方は現場を混乱

に陥れると思う。これに関してその内容を県の方から説明して頂く。

浅野：県医務保険課調整監

8月10日老健局主催の会議で配付された資料に基づいて説明いたします。

徳山 370床の徳山医師会病院を持っておりますが、 今回の医療法改正で7月の段階で、見積もったところ、約11'.~8千万円
の減収になるということで、その主な内訳は医療型療養病床3棟150床で約1億の減収でした。このまま継続できないので←

病棟を障害者施設としての一般病棟に変えました。他の療養病床については1棟について年間400万円くらいの赤字にな

っている。医療区分1の療養病床が60～70%を占めておりますので療養病床としての存続は出来ないと考えられ、一般病

棟に戻して特殊な障害者療養施設にするか回復期リハビ、リテーション胞設にするかしかないと考えている。

3.第19回全閏有床診療所連絡協議会総会について（報告）

48時間条項が撤廃された。ところがベッドカウントに有床診がカウン卜されるようになった。

入院基本料看護師5名以下では大幅にダウンされた。

2000年以後、療養病床に転換してきたが、今固また廃止されようとしている。

『・授をの科鰐欽況を見ると‘必ずしも臨調匝サービスを必事とはしtiい方も測情
レているのが実態です．

療養病床は次のような課題を抱えています療養病床とは

・3主として長調書にわたり療養を必要とする愈者を入院させるための
病床です＠

・全国では約38万床あり、医療保険適期｛釣25万床）、介護保験適用
（約13万床）がありますが、鍵供されるサービスf本実質的に同じです。
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而瓦喜Z抹百三：さわい、亨ミスを健侠します・ ｜ 

・盤蝶喝事要性IA圃t'llt’章者には隼.Ill寝餐病原で陸銀今一ぜスを提供

・I&飯時必曹栓が低い高鯵書には老健施憶や居住裏金ナーゼス、在宅Eどで通切な介!I
サービスを・It侯

限られた底割匝保険・介t童保険財1置を効率的に活用するニとで．車量〈見積もると全体
で3000由車内穆度の給付賓の削減が期待されます．

【平成24年の組い見積もゆ］

底蜜省材質 I A4,000lt伺
Jl'湿給付量 I ＋.，眠時億円
量事1 ｜ 企300。億円

・・簾齢者室劇Z幌品事遭府眼‘市明帽由公費負担伯母源、慢般車毛田佳埠につ~fz'る

店志吾函拡どの人”の効率的砿活用地られます＠｜

・鋸.構底から亀住期損院への人輔の高邑置を胃艇とする＝とによ•Ja盤期竃震へ由人
材骨量卓的檎λを実現

・宥lift員配種油引き止J1~専によ札医畿圏陸華鏡震の·~癒品質も闇土

等鳴奇聞色白書，

AC司fAlliたνllllHI－ 

一十

｜医療 サ ー ビスの必要性を絡まえ療養献の再編成を行います ｜
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〔粗い訟’E】

［信.保店員〕

A4. 000億円

r;-ti石高高：介鍾保線全体で見れIi、

(t億高田‘骨ベッド鉱』

【介II保倹1

+1. 000信伺

平成24年度般信で差し引き3,000億円の滋少見込み

｜再編成を円滑に進めるためきめ細かく対応します② ｜

－型車漢書島氏は由自主量的信者Eが大きいことから、自由績の伶伎に応じた対応が必要です． I 
－そζで‘将来の••itの状況をJIまえつつ、絶縁の紋況に応じた底鏡を円建に進 I 
めるため、各.道府県において『地犠ケア霊備書構想Jを率成19年夏～秩E買を目途
に策定し、地域としての23年度家までの毎年度の対応方針を明らかにします．

［絶滋ケア霊園..想のイメージ1

常国E温’7;>0;聞の冨酒沼宮内自
。命鑓翁床刀3再編成宮u~まえ足、 続週Aili置にお付る協同Eヲア停電I護側の零本的な
蓄え月をI!示．
主盤ぽ忽立三ドヌーー支・茸？世間曾aみと2iLrt:
0煩貨店床ゆ詩編僚ととちにー 118来飼JJlll;静化の選袋や強gll!i!J等の泡初等霊
宣車まえ~サ』ピスニーズを縫滋 ・ 住宅のf't園Eヲーピス巴止まら守‘！£まいや
を電車互銀ちさめてqi集鶏令短周にη足って！！ffl.

ゆ 曲盆踊S!Olt玉縄とついで
。僚宙開床均年次臨陣織絡~it面否鍵示

若草.道府県E車、 土犯の『絶峨ヤ7!11繊構~（仮祢〉』華：fill事え、 f介揖保E豊富..支掻lt醤J.
F医療針E葺』1lぴf医緑黄適正化Its』を貨建します．

援策定ロ当たっては市町村との遜織を園ります．

0介護療費型医療Jll'i量産I宜、他の介護保自主llll授と比ベ、地調書約備をが大きい．〈介護
疲豊島霊医療Sill.iiミ係る禽極右者ー人当たりの給付貨が一番高い都道府県f草、一審
低い畿道府県の13倍｛符劃ま1.9倍、老健lま2.8倍｝｝

一 一一一－z・零・人＇＂＇・IJl9•9J広総，.肉舗ゆS農作匁A）均

四 E ・・ 0・0・ …一一一一一一也子 ヨー
ヨ‘”・・＂金・.，，醐，~·~ ・バド・..

正三こ‘柏崎同＇＂~＂＇＂＇
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1再編成を円滑に進めるためきめ細かく対応します①
． ・医－~量関S身がそのまま患者さんの受け皿として老人保償篇猿本どに経鎮でき 且
るよう、微々なli像文掻絡置を繍じます．

s・..ー町底聖書昔・とL~軽量匝支量償置
着後＿＿，険樟・・.・・真骨量 〈恒温由・裏付量》骨＞＜＝－ ~－嘱目

骨量婦によリ珂115（－ヨ，.20-)
調度・••••II~曹人蝿置•llJ!.睡庫住畢φ－~；＞.·置に... ーする
ために，IT9.lltli’量償劇画置により箇高〈司F嘩20写・－》

t!A保健－

lニ ~8
ゲ7ハウス

冨圃・ー・費量・C01£11•11'
．事事れた‘a崎筒賀
.，.拝.....・割腹＠縁＂＂・＂鷲崎＠
司fAU 壇・・・後援干・＂＇巴．
，叫曙・・E傘掴C:91fUM•...・
．蝿購露蝉竃・・m:竃録
する・歯師・－・岬．満

It：屍移の・・ff・.. 怠着用む可，.，＿・－肱:.I啄満E・E・で倉る＂’－
....... ，笹，，，.~・・H. •‘
両（tlA・・瞳.鯵anltで司I;~
..旨丘・温咽ロ・..・e・－

・・揖骨骨．． 匝司匹量，e・にa固いτ
耐障の健司闘が問調に行骨れ＆よ＇
・司・皐司UI置し
t圃障棒厳正主主骨聞”で鱈.，

i再縄成を円滑に進めるためきめ細かく対応します③ i
絶滅における療養議僚の転後については~のような宥え方で対応します．
①第3朔介護保険事業支鍾計画においては‘次のような対応が可能となっ
主ど室主

r 
’老健篤Z監の~きがない鳩合でも‘ t!健縫E主と介...術蕊の必要剥同定員総
の倉ltの’~Ill肉に叙まるときは結集可能
・特定II!:！量．特創費量綬老人ホームの犠舎も局鎌

②3事4真理介~保険..支t量計芭については‘都道府県が家定する地緩ケアm•~両
怨において対応方針を明らかにします．

．制鵬アンケート融 ｜｛療警備制 制等 ］

J L -

加 ア踊闘の蛸 l( ：：：：：.~ぷ;i~f：~雲監｝〕
<:=:=:::> I 欄榊との蹄

地Jilヶア鐙鏑縁組の策定
(H1Q］（－歓頃a途J

介緩鋸義軍陣底が＇•止される平成23年度来事で、＋分な時簡をかけて伝債を進
め、 2車織に~B.が生じt..いようにします．

II. 第5回 光医師 ・光市立病院（光総合・ 大和総合） 会合同症例検討会

日時：平成18年9月14日（木）年後7時より

1肝angiomyo!ipomaの一例（症例：50歳女性）

既往歴；特記すべき事項なし

場所：光市立光総合病院 2階講義室

光市医師会長州村康明

光市医師会学術担当理事竹中博昭

光市立大和総合病院内科山下仰先生

病歴；昨日からの下腹部痛で00病院受診され、このときのCT検査で肝腫鋭、子宮筋腫を診断。加療目的で大和病院婦人
科紹介となる。緊急手術で子宮筋腫軸捻転と診断し、子宮摘出術を受けた。子宮は14cm大で、病理組織はしeiomyomaであ

った。術前から診断されていた肝臓腫療の精査目的で内科転科。

アノレコーノレ歴；なし家族歴：肝疾患なし薬剤内服；なしヒツレの常用なし

5 
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腹部CI 

－圃・
l .＿~： I 

1Uシ l

::, r:r~＂ :.I I 

' 

.. , r.1、..... ・｜ E悶
ブレーンCT：肝臓右薬後区媛lこ6X5cmのLowdensity Areaをみとめ ＼.IRI;Ht渦の辺絃は脂肪成分、T2で光’よ．節尚伝号を室し、中心部に

る、腫錫辺縁一部には三日月状の指肪織濃度の領域を認める。 centralSCarを疑わせる星空状r:'.:i信号・がみとめられる。造影では

造影CT；辺縁の脂肪織濃度の部位以外｜ま造影早期相で強く造影 中心部に造彩効果が認められた。

される。造影後期相では周辺肝と同等かあるいは軽度濃染である。 ここ去での阿像診断を総合して、angiomyolipoma,Fi¥I I 

以上から周辺に脂肪組織成分を含有する腫織と考えられた。 (focal nodularh印erplasia), Adenomaなどの臨場を考えた。

胆道シンチグラフィー

！と｜
adenoma、P¥llにおいてdelayedphaseで集積増加を示すことが

多い。本症例では集積はなかった。 A腫械を取り囲むように栄養血管があるのと別個で、8一部腫場

中心部まで太い血管が入り込みそれから腕壌に栄毒している

UIL併あり。服務濃染あり。例えばJJF細胞純ではAのみのパター
ンが多い。PNHで、あればBパターンでかつ取材l様血管が特徴

的とされているが、 本症例では ~ti:!lidl織ではなかった。

岨．．川町

．一－、
I • 

・2・・7ク，ュ， ・舗吟

a

，．，
 

e
 

21ゲージ釧径針で生検

HE染色

好酸性の笠宮な細胞質を有し、持円形核を有する腫蕩細胞の

明生。脂肪成分も手干している。

SPIOMRI：腫務内への造影剤（Fe）の取込みはほとんどみられ

ず。すなわちクッパー細胞が腫桜内に存在しない。したがって

FNI lの可能性は薄いと思われた。

平滑筋アクチン陽性HMB45陽性

け:v11345；メラノーマ抗原；アンギオミオリボーマで特異的に陽性となるc

深い吸気で 一気に略疾を排山後、縦隔気腫、皮下気臆、硬膜外気腫が生じ、

この時呼吸性不整脈が増強された気管支目指息の1例

6 

診断

肝アンギオミオリボーマ（血管筋脂肪脹）

光市立大和総合病院内科松尾清先生
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［症例］17歳、男性

［主訴］呼吸困難

｛家族歴］特記すべきことなし

｛既往歴］特記すべきことなし

［現病臆］2歳時に気管支目指息と診断され時々治療を受けていた。平成14年10月12日頃より感官様症状と呼吸困難が生じ

他院で治療を受けていたが、呼吸困難が増強したため10月19日当院外来受診後入院となった。

［入院時現象］身長170cm、体重59kg、体温36.7℃、血圧116! 90mmHgで左右差なし、奇脈なし、脈拍llO／分、整。呼吸数

35／分、意識は清明、呼吸音は全肺野で減弱し、呼気の延長を伴う乾性ラ音を全肺野で聴取した。

［入院経過］酸素吸入、気管支拡張薬の吸入、エピネプリンの皮下注、ステロイドの点滴、抗生物質の投与により第2病日に
呼吸困難および乾性ラ音はほとんど消失した。第3病日に疾を出そうとして深呼吸後に一気に略疾を出した後に、突然
の胸痛と上胸部から頚部に握雪惑、心音減弱が生じた。胸部X線で縦隔気腫皮下気腫を認め、胸部CTでは縦隔気腫、

皮下気腫にさらに硬膜外気腫を認めた。神経学的異常所見は認めなかったが、心電図で呼吸性不整脈の増強が見ら

れた。気管支哨息の治療をつづけ、縦隔気腫は安静、鎮痛、経過観察のみで第10病日に自然に吸収された。

谷川 幸治先生

7 
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4 光市立光総合病院・高！J院長・整形外科部長 桑田憲章先生

8 
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5当院で発見された早期胃癌の3例

9 
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3例目幽門輪大智側

6①肝転移を伴う肺カノレチノイドの1{7ij 

②骨転移を伴う前立腺癌の］例 ~1育外科兼it'{ !Kl久先生
（ケース1)53識見性

平成13年 1fn~夫、胸部レントゲンにて具常陰影があり、光市立病院にて手術を受けた。
その後、肝臓に脹蕩を認められたが、診断！まなかなかっかなかった

肺カルチノイド、肝転移の診断にて’徳山中央病院で治療を受ける。今も受けている合

平成18年3月十二指腸憤療にて、 10日間入院した。

平成18年5月 ド1~iが続き、 痩せて、全身倦怠がでた。
平成18年7月 当院へ入院した。

徳中にてサンドスタチンしAR月l回筋注、リンデロン 2mg内mi、
当院では、輸液ーワンデロン、ブ、スコデ、水

（ケース2)76歳児性

平成16年8月 右肘骨折にて手術（光市立病院）。前立腺肥大あった。

2006. 9 

ギ成17年9月 すごく痩せた。下肢に洋服を認めた。悪件：IJ中；療を疑って、円透悦検査などしたが、略度の貧血以外異状

なかった。四肢のしびれや終端はあった。

'1て成18年1月 バイクにて転倒した。 庄司空間節の終痛があ：~i., 、た。
平成18年6月 腰痛、ド肢痛、PS,¥333. 5と上昇を認めた。脊柱管狭窄症、前立腺癌、骨転移の診断にて光市立病院

へ入院した。ホンパン、オキシコンチンにて治療中。

平成18年8月 、当院へ入院して療養中。
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連蕗事項

受付
発送番号 通達文書名

月 日

9 2 山口県骸師会 学校保険法施行規則の一部改正等について

山医発380 郡市医師会妊産婦 ・乳幼児保健担当理事協議会 ・関係者合同会議の開催について

山医発384 平成18年度広域における尚齢者のインフルエンザ予防接種期間及び平成19年度広域予防接穂における

個別竣積の標準料金について

8 山医発38 9 平成l8年度「40裁からの健康週間Jの実施について

山｜突発390 平成18年「老人の日 ・..g人週間Jの実施について

山医発39 1 医療機関に対するHIV-2感染疲例の周知について

1 1 山医発394 山口県医師会!J:性医師参両推進部会の設立並びに世話人のご推薦について

山医発38 7 新規第1号会員研修会の開催について

山医発39 7 都市医師会長会議の開催について

山｜突発39 6 日本医師会代議員の補欠選挙について

1 2 山医発39 9 i.ll口県医師会産業是正研修会の開催について

山医発400 産業l英研修会（基礎 ・前期）の倒俄について
、 山医発401 平成18年度健康スポーツ医学実地研修会の開催について

山医発402 山口県医学会誌第41号の原稿募集について

山医発403 平成18年j史学校保健連合会表彰について

I 5 事務連絡 山口県救急医療情報システムのi援用状況月報（、｜え成］ 8年8月）について

111医発407 平成18年度食生活改普普及遼動に対する協力依頼について

山口県医師会 平成18年度言ー誇聴覚土研修会の開催について

1 9 山際発41 2 定期の予Vi接種における日本脳炎ワクチン接種の取扱について

山医発41 3 第4回山ロマンモグラフィ説影講習会の開催について

2 l 山口県医師会 障害者自立支援法 f医師意見書j作成機能迫力日について

山n県医師会 使用薬剤の薬価の一部改正について

健康保険法等の一部改正に伴う健康保険法施行令、同施行規則等の一部改正について

出産育児一時金及び家族問ii:育児一時金の受取代燥について

2 5 山医発41 7 山口県勤務医師名簿の送付について
、

山！実発41 5 「山口県際師無料紹介（ドクターバンク）事業jの受託について

山医発33 7 山口県医師会史第三巻編纂について

山医発420 平成18年度都市医師会産業保健担当理事行議会の開催について

医務保険1448 「公後法人の設立許可及び指導監管1t.準J等の一部改正について

2 6 山医発428 第 15 4固定例代議員会の開催について

山医発424 萩地区ORCA体験 ・研修会の朗俄について

山医発423 平成18年度2日本医師会認定産業区制度基縫研修会の開催について

29 山医発43 l 、l三成l7年度日本医師会全波教育修了証の送付について

山医発434 渉；此代育成支援対策交付金の闘庫補助申請に係る事前協議の実施について

山医発43 3 政策方針決定過程への女性の参商の拡大について

山~発432 医療i裏携体制推進事業の実施について

山口県医師会 海 上保安庁への個人情報の提供について

山口県医師会 尚額レセプ卜とされる診療報酬請求書の合計点数に係る告示の ー部改正について

山口県医師会 第99回山口県医師会生涯研修セミナーの出席者名簿 ・参加証送付について

徳山医師会 周南三医師会役員会開催のご案内

日医発639 本会作成の冊子「診療に関する個人情報の取扱指針 付。診療に関する相談事業運営指針Jの送付について

11 
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内科系 外科系

9/ 3（日） I 15 a 
10（日） I 12 a 
17（日）I 24 15 
18（月）I 14 11 
23（土）I 19 15 
24（日）I 14 12 

計I98 75 

111111111111111111111111111111111111111111111111111 ＇ あとがき llll~~Ulll川11111111,111111111111111111111111111 

12 

第5阿光医師会・光市立病院（光総合・大和総合）の合同症例検討会が開かれました。なかなか活発です。
他科の先生も役に立つことはあると，思いますので、足－非ご出席下さい。努力はしますが、この紙面上に全ては

掲載できませんので。また学術講演が2回ありました門今月号に掲載できませんでしたので、次回載せます。
光の悔はきれいですね、タ円が映えます。

発行所光医師会
TEL(0833) 72-2234 
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